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私の経歴 
・S57年３月兵庫医科大学医学科卒業  

 同年5月岡山大学第一内科に入局 

・S57年１０月福山市市民病院に一般内科医として赴任 

・S61年から大学にて故伊藤先生の指導の下に血管造影を専門
にしながら診療。基礎研究は小出グループに所属し、初代肝細
胞培養を応用した人工肝臓の作成に従事 

・平成元年に津山中央病院に赴任→肝臓専門診療に取り組む 

・平成8年から平成18年まで岡山済生会総合病院にて肝臓一筋
で病院勤務→岡山県内で2番目の肝臓病センターを設立し、他
業種とのコラボレーションに成功 

・心機一転平成18年から世襲開業→肝疾患専門診療とプライマ
リーケアの両立を目指している 

・現在統合医療と介護医療に力を注いでいる 

今後認知症患者の増加に対する対応が急務であると考えてい
る 
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医学部と歯学部はなぜわかれているの？ 

• 歴史的経緯の問題です。 

• 歯の治療は、医療行為ではなく、技師（職人）の仕事と考えら
れていたからです。 

• 眼鏡は眼科医ではなく、眼鏡屋さんで買いますよね。それと
同じで、差し歯や入れ歯はそれを売る人が歯を診ていました
。虫歯は直すものではなく、抜く物でしたから。 

• 外科医も同様で、医者の中でドクターと呼ばれていなかった
職種でした。日本でも欧米でも、刃物で身を害することができ
るのは、医療行為ではなく、床屋さんの仕事でした。髭を剃
る延長で、できものを取ったり、膿を出したりしていました。床
屋さんのサービスだったんです。床屋さんの店先にある赤と
青のストライプの看板は動脈と静脈を表しているそうで、そ
の名残だそうです。 
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歯科と医科診療の形態の違い 
医科系の診療 

問診→検尿→医師による診察→心電図・エコーなどの検査、採血→診断→

投薬（所要時間 初診；６０分、再診５～３０分） 
診療患者総数；平均４０～８０人→僻地 ２００人もみているところあり） 
 

歯科診療 

問診、歯の点検（歯科衛生士）→歯科診察、治療→終了 

（所要時間３０分～６０分） 
診療患者総数 １２～１５人/日 １人 

歯科医師のほうが患者さんとコミュニケーションを取りやすい 

逆にコミュニケーション能力の養成、訓練が必要、少人数の診察 

医療は今後チーム医療が盛んに取り入られる反面、専門しか 

診ないあるいは診られないという診療になりがち 

現在総合診療専門医の導入を検討されている 
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認知症と歯科の関連 

・アルツハイマー型認知症 現在250万人 

                2030年に600万人 

・アルツハイマー型認知症（名古屋大学医学部：
福祉村病院の認知症専門病棟）の口腔内調査
→完全無歯顎者：55.3％、健常者：34.6％ 

・歯周病で認知症悪化、原因タンパク質が増加 

  名古屋市立大 道川誠教授（生化学） 

・認知症予備軍195人と健常者の頭部MRIの変化 

 歯の数が少ない→海馬付近の容積が減少 
  

今や注目株 医科と歯科の診診連携 その1 さかい歯科医院 酒井 秀俊から抜粋 
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歯周病は単なる口の病気では

ありません。最近、さまざまな研究
により、歯周病と全身の健康との
関係がつぎつぎにわかってきまし
た。たとえば、糖尿病の人には歯
周病になっている人が多く、また
歯周病が治りにくいという報告が
あります。歯周病と心臓病・肺炎・
低体重児出産・骨粗しょう症などと
の関連も指摘されています。 

8020運動から抜粋 http://www.8020zaidan.or.jp/index.html  
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これからの日本の目標は、健康寿
命の延伸です。健康寿命とは、健
康で明るく元気に生活する期間、
つまり寝たきりや痴呆にならない
期間のことです。そのためには、
歯の寿命を伸ばすことが大切。20

本以上自分の歯がある人は各年
代で増えていきます。今後も   

＊8020運動を続けていくことに

よって、歯の寿命を伸ばし、健康
寿命を伸ばすことが可能です。 

＊：１９８９年（平成元年）より厚生省（当時）と日本歯科医師会が推進してい
る「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動です。 

8020運動から抜粋 http://www.8020zaidan.or.jp/index.html  
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認知症診療には 
歯科・医科の連携が重要！ 
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医科・歯科連携のメリット 

• 医科診療所、歯科診療所の間で患者を共有
できる 

• 歯科医は基礎疾患を持った患者を内科に紹
介することで、安心した処置ができる 

• 医科医師は歯科医との連携を密にすることに
よって、歯科医の説明を肩代わりできれば、
患者の信頼をつかめる。 

• 患者は安心して通院できるようになる 

• 医科歯科の併設クリニックの検討 

 今や注目株 医科と歯科の診診連携 その1 さかい歯科医院 酒井 秀俊から抜粋 
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他の疾患の医科・歯科連携 

• 睡眠時無呼吸症候群 

 ドライマウスピースの作成、口腔内のケア 

 診療費が問題 

• 顎変形症 

• 口唇・口蓋裂 

• 顎顔面骨折 

• 小児悪性腫瘍；抗がん剤治療中 
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保険診療報酬 
保険点数 1点ｘ10円 

自由診療（自費診療） 
診療にかかった実費+経費 
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Ｈ26年4月から  
医科・歯科診療報酬の改定あり 
歯科診療報酬が増額されていた！ 
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当院の訪問診療件数は 

横ばいです 

他院 
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通常の開業歯科医 

 今までの保険診療+自由診療 

 訪問診療しない 

先見の明がある歯科医 

保険診療+自由診療、訪問診療する 

高齢者医療に積極的に取り組み 

有床医療機関・内科系かかりつけ医 

現状維持 

明るい将来 
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川口メディカルクリニックのホームページ 

URL: http//www.kawaguchi-hp.or.jp 

ご静聴 

ありがとうございました 


